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編集後記
· はじめに■
次代を担う青少年に今必要なこと
(財)日本青少年研究所が，今年も日本と米国・中国・韓国の高校生を対象とした調査結果を発表しました(２月24日)。
　　日本の高校生は自分の能力に自信が持てず，親や教師からも認められていないと感じているという傾向があるという結果が出ました。
　　日本の高校生は自己肯定感（自己評価）が極めて低い状況にあります。
【質問に対する「全くそうだ」の比率】
「私は価値のある人間だと思う」日本7.5%　米国57.2%　中国42.2%　韓国20.2%
「自分を肯定的に評価するほう」日本6.2%　米国41.2%　中国38.0%　韓国18.9%

「私は自分に満足している」日本3.9%　米国41.6%　中国21.9%　韓国14.9%

「自分が優秀だと思う」日本4.3%　米国58.3%　中国25.7%　韓国10.3%

　　この原稿を書いている時に，就職に悩んだ大学３年生が山陽自動車道でバスを横転させ殺人未遂容疑で逮捕されるという事件が起きました（２月25日）。その大学生は，何事にも前向きで社交的な普通の若者であると新聞は報じています。このような事件の背景に今回の調査に現れた自己肯定感の欠如が関係している可能性は大です。
　　少子高齢時代を迎えた現代社会において，次代を担う青少年が，自分に自信が持てない状況は，将来の我が国の大きな課題となるでしょう。この問題の解決に向けた取組は学校教育のみならず社会教育においても重要です。
　　社会教育関係職員の皆さん，皆さんが取り組まれている事業の中で，高校生を対象とした事業は，どれぐらいありますか？多くの公民館等では，乳幼児～小学生を対象とした事業と成人を対象とした事業は多いのですが，その間の中・高校生対象の事業が少ない若しくは為されていない状況ではないでしょうか。その状況は，地域の行事等でも同様です。
　　画一化した価値観の中のみで青少年は，自分に対する自信を失っているのではないでしょうか。多様な価値観との出会いや体験は，多くの青少年に新しい自分の姿を発見させ，自信を高める役割を担ってくれるはずです。
　　生涯学習センターは，昨年から２年間，高校生を対象とした志の教育「パイオニアスピリット実践セミナー」を実施しました。現在，その実績を報告書にまとめる作業に入っています。完成次第，生涯学習センターホームページに掲載いたしますので，御覧ください。　　　　　　　　　　
所長　新田　憲章　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■お知らせ■
★広島県立生涯学習センター研修案内
当センターでは，市町の職員やボランティア，コーディネーターを対象とする様々な研修を実施しています。
また，家庭教育支援，地域づくりなどの地域課題に対応したテーマで市町が実施する研修を，企画段階から支援します。
研修に役立つ教材の作成や指導者・支援者向けの情報のホームページへの掲載も行っています。是非，御活用ください。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/jigyou/center%20katudou%20naiyou22d.htm#3
【情報提供】

· 事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考になる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設
に分けてホームページで御紹介しています。
敷信戦略プラン（庄原市敷信自治振興区）
「敷信戦略プラン」では，地域の将来像を「参画と連携で自然・産業・文化を創造する敷信自治振興区」としました。

　　地域振興計画の策定に向けて，①知る（敷信風土記学習会）②学ぶ（地域づくりの先進地の視察）③思う（地域に対する意識，地域づくりへの思いを調査するため，小学生以上対象にアンケート）④探す（地域の資源や宝を探すための敷信ふるさと探検隊）⑤考える（アンケートや学習会をもとに地域づくりのアイディア・具体的事業への取組方法をまとめるためのワークショップ）というキーワードで，１年をかけ「敷信戦略プラン」を完成しました。

　　地域が一体となり，着実に活動を推進することによって，自然環境の保全・文化の保存・産業の振興など，自然と産業・文化のバランスのとれた自治振興区を目指しています。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/matidukuri/jirei%20shinousenryakuplan.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
資料展示「なつかしき県北の風景－古写真で見る三次－」
　＜３月５日（土）～＞

三次の風景写真を中心にして，県北関連の資料を展示・紹介します。県立歴史民俗資料館との連携展示です。

· 申込み不要・無料

「おはなし会」

　　＜３月12日（土）・３月26日（土）11:00～11:40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料の読み聞かせ・紹介，ストーリーテリング，ブックトークなどを行います。

　　　子どもだけでなく，子どもの読書に関心のある方はどなたでも参加でき

ます。

· 申込み不要・無料

書庫見学ツアー
　　＜３月26日（土）15：00～15：40＞

普段は入ることのできない地階書庫を司書が案内するツアーです。
　　　※定員10名程度（先着順）

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
· 縮景園（℡：082-221-3620）　　
http://shukkeien.jp/sitemap.php
松のコモ外
　＜３月13日（日）＞
内　　容：昨年の霜降りの日（10月23日）に巻いた392本の松のコモを啓蟄の日に取り外します。
桃見茶会

　＜３月13日（日）10：00～15：00（受付終了）＞

場　　所：清風館　明月亭

主　　催：広島県縮景園　南宋茶華道桃渓会

茶　　券：1,200円（清風館席・明月亭席）　

· 別途入園料（一般250円）が必要です。
詳　　細：園内55本，借景である対岸67本，計122本の桃の木は，江戸時代の古図に基づいて植えられたものです。
そてつのコモ外

＜３月25日（金）＞
詳　　細：昨年の立冬の日（11月７日）に巻いた38本のそてつのコモを取り外します。
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
【特別展】
「『日本画』の前衛　1938-1949」
＜２月22日（火）～３月27日（日）＞
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/exhibition/avantgarde/index.html
　【所蔵作品展】
　　「『日本画』の前衛展に寄せて」
　　　広島画壇の先鋭・山路商とその時代
　　　＜２月１日（火）～４月17日（日）＞
　　　広島の前衛絵画　浜崎左髪子と善鳩人
　　　＜３月１日（火）～４月10日（日）＞
　　　陶芸の前衛　走泥社
　　　＜１月25日（火）～４月10日（日）＞
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/collection/index.html
　　「『木』を彫るということ－平櫛田中（ひらくしでんちゅう）と
圓鍔勝三(えんつばかつぞう)」
　　　＜２月１日（火）～４月17日（日）＞
　　「マックス・エルンスト《博物誌》」
　　　＜２月１日（火）～４月17日（日）＞
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/collection/index.html
★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

http://www.harc.or.jp/
　　
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
第６回文化財講座「蓄音機からテレビへ」

＜３月５日（土）14:00～16:00＞
　　　蓄音機やテレビの歴史を振り返りながら，音声や映像を記録・伝達するための道具の発展を紹介します。

　　　講　　師：安部　博良（庄原市口和郷土資料館　館長）

第４回歴風トーク「草戸木簡の世界」

＜３月13日（日）14:00～16:00＞
　　　草戸千軒町遺跡から出土している木簡の中から代表的なものを取り上げ，そこから読み取れる中世の商い・遊び・信仰の姿について紹介します。
　　　講　　師：下津間　康夫（広島県立歴史博物館　主任学芸員）

※当日受付・参加費無料
歴史民俗展示「ちょっとなつかしい玩具たち－わらべの時間－」
　　＜１月14日（金）～３月27日（日）＞

　　　日本の高度経済成長の中，それまでの木や土や紙といった素材で作られた玩具が捨てられ，子どもたちの遊びが大きく変化する以前の玩具を中心に展示します。

展示解説会

歴史民俗展示「ちょっとなつかしい玩具たち－わらべの時間－」

　　＜３月６日（日）・３月20日（日）13:00～14:00＞

冬の展示会「ちょっとなつかしい道具たち－明かり，暖房，娯楽－」
　　＜１月28日（金）～３月21日（月）＞

　　　近代から現代の道具を，戦前・戦後の２つの時代に分け，照明器具，暖房器具，ラジオ・テレビなどの娯楽器具を展示し，道具の発達やその歴史を紹介します。

展示解説会

冬の展示会「ちょっとなつかしい道具たち－明かり，暖房，娯楽－」

　　＜３月13日（日）13:00～14:00＞

　早春のスポット展示「ちょっとなつかしい思い出の三次人形とひな人形」

＜１月28日（金）～３月27日（日）＞
　　　桃の節句にあわせて,県北の節句人形である三次人形と昭和30年代から平成にかけての雛人形と節句掛け軸などを展示します。

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
企画展示室

春の展示（部門展）

「収蔵資料展」

　　＜３月４日（金）～４月３日（日）＞

　　　福山藩阿部家家老格の安藤家資料のほか近年当館に寄贈・寄託された資料を中心に，当館の所蔵資料を展示します。

　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

部門展関連行事

展示解説会

　　＜３月６日（日）13：30～14：30＞

テ － マ：部門展「収蔵資料展」から

　　　講　　師：広島県立歴史博物館学芸員

　　　　　　※通常の入館料が必要です。

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

通史展示室

平成22年度スポット展示

「中世からつながる漁具の系譜

－広島県立歴史民俗資料館所蔵江の川の漁具－」
　　＜１月28日（金）～３月31日（木）＞

　　　江の川の自然と歴史的風土のなかで形成された近代の江の川の漁撈文化を端的に示す魚網や錘，モリやヤスなど代表的な漁撈用具と中世の草戸千軒町遺跡から出土した中世民衆の使った漁撈用具を対比して展示し，その類似点や相違点を時代や地域の環境の違いなどから紹介します。　　

　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

スポット展示解説会

　　＜３月13日（日）13：30～14：30＞

テ － マ：スポット展示「中世からつながる漁具の系譜」から

　　　講　　師：広島県立歴史博物館学芸員

※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

研修室
こども博物館まなびの教室
　　＜３月６日（日）①10：30～12：00②13：30～15：00＞

テ － マ：「藍染をしよう」　　

　　　内　　容：布に藍染をする体験をします。
　　　そ の 他：参加費が必要です。

　　　　　　　　小・中・高校生が対象です。

　　　　　　　　参加者を募集しています。

　　　　　　　　　
· 広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
http://sports-hiroshima.jp/01_hpsc/information.shtml
　「ヘルスケアチェックで健康度を測ろう」
　　体脂肪率や全身の筋肉量，骨密度など・・・気になりませんか？

　　５分でカラダの中身がわかります。あなたは皮下脂肪型？内臓脂肪型？？

　　　※ペースメーカーを装着されている方，妊娠もしくは妊娠の可能性がある方は測定できません。

　　　※骨密度測定については小・中・高校生は除きます。

　　　　まずはお気軽にお電話ください。

　　広島県立総合体育館　健康・体力サポートセンター

http://www.sports.pref.hiroshima.jp/
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
収蔵文書展「激動の時代　幕末維新の広島と古文書」

　＜３月28日（月）～６月11日（土）8：30～17：15＞月曜日～金曜日
　　場　　所：広島県立文書館展示室　　

　　内　　容：幕末維新の激動の中で，領民が度重なる負担にいかに絶えながら明治維新を迎えたか，当施設の収蔵文書を用いて紹介します。
【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省
http://www.mext.go.jp/
　
· 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
★国立三瓶青少年交流の家 (℡：0854-86-0319)
http://sanbe.niye.go.jp/
「平成23年度　教員免許状更新講習『授業や学校経営に活かす体験活動』」
＜８月５日(金)～８月７日（日）＞　　

★国立江田島青少年交流の家(℡：0823-42-0660)
http://etajima.niye.go.jp/
★国立吉備青少年自然の家(℡：0866-56-7232)　
http://kibi.niye.go.jp/
★国立山口徳地青少年自然の家(℡：0835-56-0113)
http://tokuji.niye.go.jp/
｢森の手作り教室｣

＜３月14日(月)・３月15日(火) 10:00～＞

ひょうたんを使ったデコパージュ
· 要申込み・参加費1,000円（食費を含む）

｢石風呂体験会｣

＜３月６日(日)・３月27日（日）13:00～＞

その昔，焼失した東大寺大仏殿の再建に徳地の材木が使われました。その指揮にあたった俊乗房重源（しゅんじょうぼうちょうげん）は，材木切り出しに従事した人々の疲れを癒すため，石風呂を作ったと伝えられています。

石風呂は現代でいうサウナのようなもので，当施設では，ドーム状の石風呂を再現し多くの利用者に体験していただいています。

· 要申込み・参加費100円
★放送大学　
http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■
「まずは自分が実践者として楽しむ」「企画は相手の立場で」「自分らしさをまちに咲かせよう」「学校を巻き込む」etc。
生涯学習センターでは，1月中旬から２月下旬にかけて，国立教育政策研究所社会教育実践センターからのエルネット配信を受けて，社会教育主事講習〔Ｂ〕を実施しました（17名が受講）。私もその中の「社会教育計画」を受講させていただき，講義の中から，たくさんのキーワードを「得る」（to have）ことができました。しかし，それ以上に，広島県内はもとより山口県や長崎県等の仲間と「共に」（to with）学ぶことができ，そして大人になっても，志や目的意識を持って学べる自分の姿がそこに「ある」（to be）ことに何とも言えない充実感を感じています。これからも皆さんと共に，自分の学びを，自分自身でプロデュースできる自分であったらいいなあと感じております。　　　    
　　　　　　　　　　　　　　　　　岡川　和彦　
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